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研究の全体概要 

福岡県下の 3 つの地域（自治体･都市圏）において、回収･資源化システムのシナリオ分析を行う。

対象地域は、A.商業施設等の集積があり九州一の人口規模を持つ商業都市（福岡市）、B. 独自の経済

圏を形成するとともに A.のベッドタウンとしての役割も担う中規模都市（久留米市）、C.人口規模が小

さく住民協力の高い地域（福岡県南筑後地域：大木町、みやま市など 5市町）である。都市規模・地域

特性に応じた回収･資源化システムモデルを構築するには、回収対象となるプラスチックの種類、回収

主体（行政・民間・地域）、回収方法、資源化方法、回収範囲に加え、都市の特性に関する、人口規模・

人口動態、関連産業の集積、住民意識といった条件を総合的に判断し、効率的な回収と高品質な資源の

回収を実現する要素の組み合わせを検討することが必要となる。これらを踏まえて以下に取り組む。 

① プラスチック資源循環の基本方針を戦略的に作成する上で決定的に重要となるプラスチック

ごみ組成分析の実施。 

② スーパーやコープなどの流通関連事業者、メーカー等による民間事業者を中心とする再生プ

ラスチック製品活用や回収システムの現状調査。アンケート調査ならびにモデル化。 

③ 戸別回収、ステーション回収、施設等の拠点回収等、行政を中心とする回収システムの現状調

査。アンケート調査ならびにモデル化。 

④ 3 地域において、①と②の組み合わせの現行システムに、各地域のプラスチック賦存量と分

布、再生プラスチック製品に対する要望や反応も含めた市民・事業者の協力度、他の回収システムの条

件を組み入れ、現行から 2035年目標への発展のシナリオ分析を行う。 

⑤ 地域循環共生圏形成を視野に、回収だけでなく、選別から再生資源化という資源循環システ

ムのモデルを各地域で構築し、環境影響、地域経済への影響を組み込んで最適社会システムを導く。 

 初年度：３地域の賦存量調査を行う。福岡市を対象に①②③を行う。2年目：久留米市と南筑後地

域を対象に①②③を、3地域を対象に④の予備的検討を行う。3年目：3地域を対象に④⑤を行う。 
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